
よしか広報

２０２２年（令和４年）
７月号・№２０１

吉賀町の人口・世帯数
（令和 4年 5月 31 日現在）

 人　口 5,867 人　(-15)
 　男　 2,795 人　(-17)
 　女　 3,072 人　(+2)
 世帯数 3,065 世帯(-9)

（　）内は前月との比較

新
１
年
生
　
集
合

朝倉小学校

六日市小学校

七日市小学校蔵木小学校

柿木小学校
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候
補
者
の
政
見
や
政
策
を
よ
く
見
極

め
、
大
切
な
一
票
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う

に
、
み
ん
な
で
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

　

候
補
者
や
政
党
な
ど
の
政
策
や
主
張
を

知
る
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
選
挙
公

報
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
に
よ
る
政
見
放
送
、

新
聞
広
告
、
個
人
演
説
会
等
の
機
会
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
参
考
に
し
、
有
権
者
と
し
て

の
自
覚
を
持
ち
、
よ
く
考
え
、
責
任
あ
る

投
票
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

投
票
用
紙
の
書
き
方
を
間
違
え
た
り
す

る
と
、
無
効
に
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

●　

選
挙
区
選
出
議
員
選
挙
投
票
用
紙

　
　

（
う
す
黄
色
の
紙
に
黒
色
刷
り
）

　

書
き
方
―
候
補
者
の
氏
名
を
書
き
ま
す
。

●　

比
例
代
表
選
挙
投
票
用
紙

　
　

（
白
色
の
紙
に
黒
色
刷
り
）

　

書
き
方
―
候
補
者
名
ま
た
は
政
党
名
の

い
ず
れ
か
を
書
き
ま
す
。

　

所
地
で
期
日
前
投
票
及
び
当
日
投
票
を

　

す
る
か
、
ま
た
は
、
前
の
住
所
地
の
市

　

町
村
選
挙
管
理
委
員
会
に
請
求
し
て
不

　

在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
な
お
、
右
の
要
件
に
当
て
は
ま
っ
て
い

　

て
も
、
公
民
権
を
停
止
さ
れ
て
い
る
人

　

は
、
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

　

午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で

　

た
だ
し
、
次
の
投
票
所
は
午
後
五
時
ま

で
と
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

第
十
一
投
票
区
（
金
山
谷
地
区
集
会
所
）

第
十
九
投
票
区
（
椛
谷
集
会
所
）

第
二
十
投
票
区
（
黒
渕
集
会
所
）

第
二
十
二
投
票
区
（
大
井
谷
集
会
所
）

第
二
十
五
投
票
区
（
上
木
部
集
会
所
）

※
投
票
所
入
場
券
に
、
投
票
所
及
び
投
票

　

時
間
が
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
ご

　

確
認
く
だ
さ
い
。

　

投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
、
買
い
物
な
ど

で
投
票
に
い
け
な
い
予
定
の
人
は
期
日
前

投
票
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
期
間

　

六
月
二
十
三
日
か
ら
七
月
九
日
ま
で

　

（
土
曜
日
、
日
曜
日
も
期
日
前
投
票
は

　

で
き
ま
す
。
）

●
時
間　

　

参
議
院
比
例
代
表
選
挙
に
つ
い
て
は
、

「
非
拘
束
名
簿
式
」
を
基
本
的
に
維
持
し
つ

つ
、
特
定
枠
制
度
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

非
拘
束
名
簿
式
で
は
、
各
候
補
者
は
得

票
が
多
い
順
に
当
選
が
決
ま
っ
て
い
ま
し

た
が
、「
特
定
枠
」
で
は
、「
優
先
的
に
当

選
人
と
な
る
べ
き
候
補
者
」
と
し
て
当
選

順
位
を
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お
く
こ
と
が

で
き
る
制
度
で
す
。

　

特
定
枠
に
登
録
さ
れ
た
候
補
者
以
外
の

候
補
者
に
つ
い
て
は
、
非
拘
束
名
簿
式
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

　

有
権
者
は
候
補
者
の
氏
名
ま
た
は
、
政

党
名
の
い
ず
れ
か
を
記
載
し
て
投
票
し
ま

す
。

●
投
票
日(

七
月
十
日)

に
お
い
て
十
八

　

歳
以
上
の
人

　

（
平
成
十
六
年
七
月
十
一
日
以
前
に
生

　

ま
れ
た
人
）

●
六
月
二
十
一
日
現
在
で
、
３
ヶ
月
以
上

　

吉
賀
町
に
住
ん
で
い
る
人

　

（
令
和
四
年
三
月
二
十
一
日
ま
で
に
住

　

民
票
が
作
ら
れ
て
い
る
人
）

●
令
和
四
年
三
月
二
十
二
日
以
降
に
、
転

　

入
さ
れ
た
人
で
、
前
の
住
所
地
の
選
挙

　

人
名
簿
に
載
っ
て
い
る
人
は
、
前
の
住

参議院議員通常選挙

有権者は
政治家に寄付を

政治家から
有権者への寄付は求めない！ 受け取ら

　　ない！

　
七
月
十
日
（
日
）
に
参
議
院
議
員

通
常
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

投
票
用
紙
は
二
種
類

間
違
え
な
い
よ
う
に

投
票
で
き
る
人
は

投
票
時
間

期
日
前
投
票
と
は
？

特
定
枠
制
度

　
（
比
例
代
表
選
挙
）

大
切
な
一
票
を

無
駄
に
し
な
い
よ
う
に

▼
自
覚
あ
る
一
票
を
▲

　

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
八
時
ま
で

●
場
所　

　

吉
賀
町
役
場
本
庁
舎

　

吉
賀
町
ふ
れ
あ
い
会
館

※
ど
ち
ら
の
会
場
で
も
投
票
す
る
こ
と
が

　

可
能
で
す
。

　

選
挙
人
が
、
選
挙
の
当
日
次
に
掲
げ
る

期
日
前
投
票
事
由
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
と
見
込
ま
れ
る
人
が
行
う
も
の
で
、
投

票
用
紙
を
直
接
投
票
箱
に
入
れ
る
こ
と
が

で
き
る
仕
組
み
で
す
。

　

期
日
前
投
票
が
で
き
る
人
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

（
一
号
事
由
）

　

区
域
を
問
わ
ず
、
職
務
若
し
く
は
業
務

又
は
結
婚
式
の
当
事
者
、
葬
式
の
喪
主
等

冠
婚
葬
祭
の
主
宰
を
す
る
者
、
そ
の
者
の

親
族
そ
の
他
社
会
通
念
上
こ
れ
ら
に
準
ず

る
地
位
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
が
当
該

冠
婚
葬
祭
に
お
い
て
行
う
べ
き
用
務
に
従

事
す
る
こ
と
。

（
二
号
事
由
）

　

一
号
事
由
以
外
の
用
務
又
は
事
故
の
た

め
そ
の
属
す
る
投
票
区
の
区
域
外
に
旅
行

又
は
滞
在
す
る
こ
と
。

（
三
号
事
由
）

　

選
挙
人
が
疾
病
、
負
傷
、
妊
娠
、
老
衰
、

身
体
の
障
が
い
、
も
し
く
は
産
褥
に
あ
る

た
め
歩
行
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
こ
と
。
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て
く
だ
さ
い
。
本
人
が
書
い
た
投
票
で
な

い
と
無
効
に
な
り
ま
す
。

（
代
理
記
載
制
度
の
対
象
者
を
除
く
。
）

　

そ
し
て
必
ず
郵
便
に
よ
っ
て
投
票
日
ま

で
に
、
選
挙
管
理
委
員
会
へ
必
着
す
る
よ

う
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

外
国
に
い
て
も
、
国
政
選
挙
に
参
加
で

き
る
「
在
外
選
挙
」
が
あ
り
ま
す
。

◎
海
外
に
住
む
日
本
人
有
権
者
の
方
は
、

　

在
外
公
館
（
大
使
館
や
総
領
事
館
）
で
、

　

「
在
外
選
挙
人
名
簿
」
へ
の
登
録
を
申

　

請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
登
録
さ
れ
る
と
、投
票
時
に
必
要
な「
在

　

外
選
挙
人
証
」
が
、
選
挙
管
理
委
員
会

　

か
ら
在
外
公
館
を
通
じ
て
交
付
さ
れ
ま

　

す
。

◎
登
録
後
は
国
政
選
挙
に
つ
い
て
投
票
が

　

で
き
ま
す
。

●
年
齢
十
八
歳
以
上
の
日
本
国
民
で
あ
る

　

こ
と

●
引
き
続
き
三
ヵ
月
以
上
そ
の
方
の
住
所

　

を
管
轄
す
る
領
事
館（
大
使
や
総
領
事
）

　

の
管
轄
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
選
挙
管
理
委
員
会

　

ま
た
は
在
外
公
館
に
お
問
い
合
わ
せ
く　

　

だ
さ
い
。

（
四
号
事
由
）

　

選
挙
人
が
交
通
至
難
の
島
、
そ
の
他
の

地
で
総
務
省
令
で
定
め
る
地
域
に
居
住
し

て
い
る
こ
と
ま
た
は
、
そ
の
地
域
に
滞
在

を
す
る
こ
と
。

（
五
号
事
由
）

　

そ
の
属
す
る
投
票
区
の
あ
る
市
町
村
の

区
域
外
の
住
所
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
。

（
六
号
事
由
）

　

天
災
又
は
悪
天
候
に
よ
り
投
票
所
に
到

達
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
。

　

前
記
の
事
由
に
該
当
す
る
人
で
事
前
に

期
日
前
投
票
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、

町
内
い
ず
れ
か
の
期
日
前
投
票
所
に
行

き
、
期
日
前
投
票
を
す
る
宣
誓
書
を
提
出

し
て
、
投
票
用
紙
を
受
け
、
期
日
前
投
票

所
に
お
い
て
記
載
の
う
え
直
接
投
票
箱
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
宣
誓
書
は
投
票
所
入
場
券
の
裏

面
に
印
刷
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
記
入
さ

れ
て
か
ら
、
期
日
前
投
票
所
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

①　

期
日
前
投
票
日
当
日
十
八
歳
に
到
達

し
て
い
な
い
人
で
七
月
十
日
ま
で
に
十
八

歳
に
到
達
す
る
人
は
、
不
在
者
投
票
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②　

町
外
に
滞
在
の
人
は
直
接
又
は
郵
便

みんなで守ろう「三ない運動」
政治家は
有権者に寄付を 贈らない！

期
日
前
投
票
の
し
か
た

不
在
者
投
票
の
対
象
者

で
、
不
在
者
投
票
を
し
た
い
旨
を
宣
誓
し

て
、
不
在
者
投
票
用
封
筒
及
び
投
票
用
紙

を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

　

吉
賀
町
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
こ
れ
を

受
け
付
け
て
不
在
者
投
票
証
明
書
と
不
在

者
投
票
用
封
筒
、
投
票
用
紙
を
本
人
あ
て

に
送
り
ま
す
。

　

こ
れ
を
受
け
取
っ
た
人
は
、
不
在
者
投

票
証
明
書
の
封
筒
を
開
け
ず
に
全
部
を

持
っ
て
、
滞
在
中
の
市
町
村
の
選
挙
管
理

委
員
会
に
行
き
、
不
在
者
投
票
証
明
書
を

封
の
ま
ま
提
出
し
て
、
市
町
村
選
挙
管
理

委
員
会
の
指
示
に
従
っ
て
投
票
し
ま
す
。

　

投
票
は
、
そ
の
市
町
村
選
挙
管
理
委
員

会
か
ら
吉
賀
町
選
挙
管
理
委
員
会
あ
て
に

送
付
さ
れ
ま
す
。

③　

病
院
な
ど
に
入
院
中
の
人
は
、
そ
の

病
院
な
ど
が
不
在
者
投
票
施
設
と
し
て
指

定
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
病
院
長
等

が
不
在
者
投
票
管
理
者
と
な
っ
て
投
票
用

紙
な
ど
を
代
理
で
請
求
し
、
当
該
病
院
な

ど
で
不
在
者
投
票
を
し
て
吉
賀
町
選
挙
管

理
委
員
会
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
指
定
病
院
等
で
な
い
場
合
は
本

人
が
直
接
請
求
し
て
、
②
と
同
じ
よ
う
に

当
該
病
院
な
ど
の
あ
る
市
町
村
の
選
挙
管

理
委
員
会
へ
行
っ
て
投
票
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

重
度
障
が
い
者
等
の
た
め
の

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

登
録
資
格

　

重
度
の
身
体
障
が
い
者
等
の
た
め
に
、

自
宅
で
投
票
が
で
き
る
「
郵
便
に
よ
る
不

在
者
投
票
」
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

▼
対
象
と
な
る
人

●
身
体
障
が
い
者
手
帳
（
ま
た
は
戦
傷
病

者
手
帳
）
を
持
ち
、
両
下
肢
、
体
幹
、
移

動
機
能
障
が
い
で
一
～
二
級
の
人
ま
た

は
、
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う
こ

う
、
直
腸
、
小
腸
、
免
疫
、
肝
臓
機
能
の

障
が
い
で
一
～
三
級
の
障
が
い
の
人
。

●
介
護
保
険
被
保
険
者
証
に
要
介
護
５
と

し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
人
。

　

▼
投
票

　

こ
の
制
度
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
、

ま
ず
選
挙
管
理
委
員
会
へ
手
帳
ま
た
は
介

護
保
険
被
保
険
者
証
を
添
え
て
「
郵
便
投

票
証
明
書
」
を
も
ら
う
手
続
き
を
し
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
投
票
用
紙
の
請
求
は
、
郵
便
投
票

証
明
書
を
添
え
て
選
挙
管
理
委
員
会
へ
提

出
し
ま
す
。
こ
こ
で
大
切
な
こ
と
は
、
投

票
日
前
四
日
（
今
回
の
選
挙
で
は
七
月
六

日
）
ま
で
に
請
求
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

請
求
手
続
き
が
済
む
と
、
投
票
用
紙
等

が
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
郵
便
で
送
ら
れ

ま
す
。

　

投
票
用
紙
等
が
郵
送
さ
れ
て
き
た
ら
、

自
宅
で
投
票
用
紙
に
「
選
挙
区
選
出
選
挙

は
候
補
者
の
氏
名
」「
比
例
代
表
選
挙
は

候
補
者
の
氏
名
ま
た
は
政
党
名
」
を
書
い



広報よしか　2022 年 7 月号　№ 201　　4

ＮＥＷＳ
よしか お知らせ

国土交通省 浜田河川国道事務所　公式 Twitter 活用のお願い 

災害情報等の収集について

豪雨や豪雪及び、地震発生時などに

浜田河川国道事務所より情報提供依頼をツイートします。

ご提供頂きたい情報

　◎江の川、高津川に関すること

　　・ 災害（内水被害、破堤）の発生  など

　◎ 山陰道、国道９号、国道１９１号に関すること

　　・ 災害（落石、地滑り、浸水）の発生

　　・ 交通障害（立ち往生、通行止め）の発生  など

　◎その他、河川や道路の異状に関すること

情報をお持ちの方は ＃（ハッシュタグ） と発生箇所の住所及び

状況写真を付けてツイートをしてください。

　◎必要なハッシュタグ（下記のいずれか該当するもの）

　　＃江の川　＃高津川　＃山陰道　＃国道９号　＃国道１９１号

　◎発生箇所の住所

　　島根県○○市○○町

　◎写真

　　できるだけ周りの状況もわかるもの

頂いた情報により、現地の確認や対応を実施します。

主な更新内容

江の川・高津川・山陰道・国道９号・

国道１９１号に関する情報を発信

しています！

＃（ハッシュタグ）検索をして事務所

管内の情報を収集し、河川や道路の管

理や事業に活用させて頂きます。

お問合せ：　国土交通省　中国地方整備局　浜田河川国道事務所　調査設計課

　　　　　〒 697-0034　島根県浜田市相生町３９７３　☎０８５５-２２-３１２９

○ 周りの状況もわかりやすい × 周りの状況がわかりにくい

１

２

３
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風水害は
　　　　事前の準備が重要です !!

　風水害とは、強風、大雨、洪水などによる自然災害のことです。6 月から 7 月にかけての季節

の変わり目は、毎年のように風水害が発生し、人々の命が脅かされています。

　テレビやラジオ、インターネットなどを活用して気象情報を積極的に収集し、早めの行動をと

るようにしましょう。

・お問合わせ先　　六日市分遣所　７７-０１６２　柿木分遣所　７９-２２０１

・地域の風水害リスクを知りましょう

　水害に備え、土砂崩れが発生しやすい場所や浸水したときに見えなくなる用水路

など、自宅や職場、学校の周りなどの危険な場所を確認しておきましょう。

　防災マップ等でお住いの地域の風水害のリスクを確認してみましょう。

・避難行動を考えましょう

　安全な場所にいる場合は、災害時にあえて外出しないなど、自宅等に留まること

で安全を確保することが可能です。新型コロナウイルス感染症の感染状況を踏まえ、

事前に避難場所や経路、タイミング等を家族で話し合い検討しておきましょう。

・避難に必要となる情報を入手するには色々な方法があります

　1　吉賀町防災無線

　2　NTT ドコモ エリアメール、au 緊急速報メール、ソフトバンク緊急速報メール

　3　テレビ画面でのテロップ表示、ラジオ放送

　4　吉賀町職員・消防団などの車両広報

　5　吉賀町のホームページ

毎年 5月 31 日は「世界禁煙デー」です。

厚生労働省では、世界禁煙デーからはじまる 1週間を「禁煙週間」と定めています。

島根県では、「20 歳未満の方の喫煙防止」「受動喫煙防止」などに取り組んでいます。

大人のみなさんへのお願い

こどもをたばこの煙から守るための「３つのない」

　手の届くところに 置かない！　　　　　喫煙姿を 見せない！　　　　　　副流煙を 吸わせない！

20 歳未満のみなさんへのお願い

たばこの煙から自分の身を守るための「３つのない」

　 もちろん自分は 吸わない！　  吸っている人に 近づかない！　  匂いのする場所に 立ち入らない！

・懐中電灯（予備の電池と電球があれば◎）

・非常食 3日分・水 1日 3 ℓが目安（缶詰、乾パン、チョコレート、ペットボトル入りの水など）

　 ・携帯ラジオ（小型で軽量なもの、予備電池など）

　 ・救急医薬品（絆創膏、解熱剤、風邪薬、胃薬、常備薬など）

　 ・その他（マスク、下着、ウェットティッシュなど）

　 ・貴重品（現金、印鑑、通帳、健康保険証など）

非常時持ち出し品の一例

５月３１日～６月６日　禁煙週間
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マイナンバーカードでマイナポイント第２弾

マイナポイント第２弾では、

施策①：カードの取得及び２万円までのチャージ又はお買い物（最大 5,000 円分）

施策②：健康保険証利用申込み（7,500 円分）

施策③：公金受取口座登録（7,500 円分）

に対し、それぞれポイントがもらえます。

※施策①はマイナポイント第１弾に申込んでいない方が対象です。

※施策②、③は、2022 年６月 30 日から申込開始

※マイナンバーカードの申込みは 2022 年９月末まで。

※ポイント付与の申込みは 2023 年２月末まで。

ポイントを受け取るための準備

・マイナンバーカードをご準備ください。

・利用者用電子証明書は有効ですか？暗証番号（４桁）はわかりますか？

・対象のキャッシュレス決済サービスを選んでください（電子マネーやクレジット決済）。

・登録する口座を決めてください（施策③のみ）。

ポイントを申し込む～オンライン～

スマートフォンやパソコンで申し込めます。

【スマートフォンの場合】

「マイナポイントアプリ」をインストールする。

アプリを開き、画面の表示に従って、カードを読み取り、入力するだけ！

ポイントを申し込む～手続きスポット～

全国６万か所の手続きスポットで無料で申し込めます。

【手続きスポット】

・市区町村窓口　・KDDI（au ショップ）　・ＮＴＴドコモ（ドコモショップ）　・イオングループ（総合スー

パー（GMS）、一部の食品スーパー（SM））　・セブン銀行（ATM）　・ソフトバンク（ソフトバンクショップ

/ワイモバイルショップ）　・ビックカメラグループ（ビックカメラ、コジマ、ソフマップ）　

・みずほ銀行　・ヤマダ電機　・郵便局　・ローソン（マルチコピー機）

※手続きスポットごとに営業時間が定められています。営業時間内にお手続きをお願いします。

詳しくはマイナポイント事業ホームページをご覧ください。

　https://mynumbercard.point.soumu.go.jp/

※マイキープラットホームのメンテナンスについて

6月 25 日（土）～ 6月 30 日（木）午前中はメンテナスのため、マイナポイントの申込や申込状況照会など、

マイキープラットホームの全メニューがご利用いただけません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　税務住民課
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かきのきすいでんくんを見学しませんか？

益田地区広域市町村圏事務組合消防吏員募集

　かきのきすいでんくん（吉賀町小水力発電所）は、自然エネルギーの施設として、平成 26 年に大規模

改修され、今日も元気に発電をしています。

　高津川の水の力で発電をしている場所を覗いてみませんか？

　見学を希望される方は下記までご連絡ください。

　昨年度は、６団体が見学されました。

　　問い合わせ先（柿木地域振興室）

　　TEL：０８５６-７９-２２１１

　　FAX：０８５６-７９-２３４４

・受験申込　　 消防本部、消防分遣所、広域圏内市町役場、益田公共職業安定所及び広域圏内各高校に

　　　　　　ある募集要項を参照し受験申込書等に必要事項を記入し、消防本部（総務課）に持参又は郵

　　　　　　送してください。

　　　　　　　募集要項及び受験申込書等は、当本部ホームページからもダウンロードできます。

　　　　　　　（http://www.fd-masuda.net/）

・受付期間　　令和４年７月１９日（火）～ 令和４年８月１９日（金）

　　　　　　　▼別途募集要項参照

・第一次試験　令和４年９月１８日（日）　

　　　　　　　▼試験内容　　別途募集要項参照

・第二次試験　試験日は、第一次試験合格者のみ通知

　　　　　　　▼試験内容　　別途募集要項参照

・採用予定年月日　令和５年４月１日

・問合せ先　　〒 698-0027　益田市あけぼの東町８番地６

　　　　　　　　　　　　　 益田広域消防本部　総務課

　　　　　　　　　　　　　 ☎　０８５６-３１-０１１９ ( 代表 )

　　　　　　　　　　　　　 ☎　０８５６-３１-０２２０ ( 総務課直通 )

　　　　　　　　　　　　　　　　（平日の８時３０分から１７時１５分まで）

「地域を守るため　あなたの力が必要」

職　種
採用予定

人　　員

受　験　資　格
要　　　　件

性別 学歴 年　　齢

消防吏員 ５名程度 不問 不問

平成９年４月２日から平成１７年４月

１日までに生まれた人

なお、 救急救命士の資格を有する

人については、 平成４年４月２日以

降に生まれた人

①視力 ( 矯正視力を含む ) 両目で 0.8

　以上かつ一眼でそれぞれ 0.5 以上有

　り、 聴力が正常であること。

②日本国籍を有すること。
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◇浄化槽の維持管理とは◇（１／２）

◇浄化槽維持管理費補助金って何？◇

　浄化槽の維持管理には３つの作業があります。

　どの作業も浄化槽法で定められており、放流水の水質を保つために必要なものになります。

①清掃（汚泥の抜き取り）

　浄化槽を使用していく過程で溜まる汚泥を引き抜く作業になります。

　１回の作業費は約数万円かかります。

②保守点検

　浄化槽の型式により点検回数が異なりますが、１年間に３回～４回の点検を実施します。浄化槽のいろ

いろな装置が正しく稼働しているか点検し、時には装置の修理や調整をします。その他に、消毒剤の補充

も行います。

　１回の作業費は、約３,０００円～５,０００円かかります。

③法定検査（１１条検査）

　浄化槽の保守点検をきちんと実施しているか、放流水の水質が良いか、浄化槽を正しく管理しているか

等を確認するものです。

　１回の作業費は約４,５００円かかります。

　どの作業も浄化槽法で定められており、放流水の水質や環境を保つのにとても重要なものになります。

浄化槽をご利用の皆様につきましては、引き続き適正な維持管理をお願いします。

　また、この浄化槽の維持管理を対象とした補助金があり、清掃を実施したら申請ができます。

　補助金の申請については、下記以降をご参照ください。

・毎年４月１日～翌年３月３１日の間に浄化槽の清掃を実施した際、その期間中に１回申請ができる補助

金のことです。令和４年度で例えると、令和４年４月１日から令和５年３月３１日の期間中に清掃を実施

した後に *一度だけ補助金の申請をすることができます。なお、イメージ図として下に掲載しているので

ご覧ください。

令和４年度の浄化槽維持管理費補助金を申請する場合

令和４年　４月１日

① ②

令和５年　３月３１日

イメージ図

この期間に実施した浄化槽の清掃記録表

（汚泥の抜き取り）が必要になります。

※この期間に浄化槽の清掃を複数回実施

しても補助金の申請は１回しかできませ

ん。ご了承ください。

令和４年度の補助金申請は

この期間中に申請してくだ

さい。

*ただし、以下の条件をすべて満たしている方のみ補助金交付の対象となります。

・下水道や農業集落排水処理の区域外に住んでいる方

・合併処理浄化槽を使用している方

　　　合併処理浄化槽とはトイレ・台所・風呂等のすべての生活雑排水を処理する浄化槽のことです

　・浄化槽の清掃・保守点検・法定検査を受けている方

　・税金等の滞納がない方

作業費の中で１番費用がかかるものが

清掃です！！
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◇浄化槽の維持管理とは◇（２／２）

◇申請の方法は？◇

・浄化槽の清掃を実施したら申請ができます。

　申請時には以下のものを提出してください

1. 申請書および同意書

2. 当該年度の期間（イメージ図①）に実施した浄化槽の清掃記録表（汚泥の抜き取り表）の写し

3. 浄化槽の保守点検の写し（浄化槽の清掃を実施した日から過去 1年分のもの。３～４枚）

4. 浄化槽の法定検査証（第１１条検査）の写し（申請する年度のもの又は前年度のもの）

・申請後、１～４週間程度で建設水道課から交付決定通知書と請求書を送付します。

　折り返し請求書に記入して提出してください。

各提出物に不備がある場合、建設水道課より連絡させていただくことがあります！

お問い合わせ先・・・・吉賀町役場建設水道課（☎ ０８５６-７９-２２１２）

・申請書・同意書は建設水道課（柿木）と税務住民課（六日市）でお渡ししています。

・また、吉賀町のホームページにも掲載しています。

（トップページ -暮らし -各種証明・申請書 -合併浄化槽の補助金に関する申請書）

提出先は、建設水道課又は税務住民課までお願いします。
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支援室だより
吉賀高等学校



広報よしか　2022 年 7 月号　№ 201　　10

ＮＥＷＳ
よしか お知らせ

安全に海を楽しむために

　例年、夏はマリンレジャーによる事故が多く発生しています。

　海上保安庁では、安全に海を楽しむために、次の事項を呼びかけています。

【遊泳】

　○小さな子供から絶対に目を離さない

　○立入禁止区域や離岸流の危険がある場所では泳がない

　○飲酒したら絶対に泳がない

【釣り】

　○予め、家族・友人に、行先と帰宅時間を連絡する

　○ライフジャケットを着用する

　〇防水パック入り携帯電話・スマートフォンの連絡手段を持って行く

　〇立入禁止区域では釣りをしない

【小型船舶】

　○出航前に、機関の点検・残燃料の確認・船体の確認を行う

　○常時適切な見張りを行い、ライフジャケットを着用する

　〇防水パック入り携帯電話・スマートフォンの連絡手段を持って行く

　また、天候や海が荒れていたら、無理をせずに、取り止める勇気・引き返す勇気を。

※注意事項の詳細についてはウォーターセーフティーガイドをご覧ください。

【問い合わせ先】浜田海上保安部交通課 ☎０８５５（２７）０７７２

ご家庭に消火器を設置しよう！

消火器の使用期限・廃棄方法

問い合わせ先

　万が一火が出てしまった場合、消火器を使用した初期消火が大変有効です。消火器には、

業務用消火器と一般住宅で使用しやすいように開発された住宅用消火器があります。

　住宅用消火器は、一般的な業務用消火器よりも軽量で、色も赤以外のベージュやグリーン

など様々な色のものがあります。また、適応できる火災が絵でわかりやすく表示されていま

す。誰にでも簡単に操作できますので、ご家庭には「住宅用消火器」を設置しましょう。

　消火器にも寿命があります。消火器本体に使用期限が表示されており、期限を過ぎた消火器は破裂によ

る人身事故の危険があります。放置せず速やかに新しい消火器に交換してください。

（使用期限が表示されていない消火器は古い消火器ですので交換してください。）

　ご不要になった消火器の廃棄は、お近くの特定窓口（消火器販売店等）または「指定引

取場所」（メーカー営業所等）へお持ちください。お近くの特定窓口は、消火器リサイク

ル推進センターのホームページまたはお電話（０３－５８２９－６７７３）でご確認でき

ます。

六日市分遣所　☎７７－０１６２　柿木分遣所　☎７９－２２０１
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リサイクルプラザ工房
体験教室 募集！
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よしか お知らせ

環境情報　～家庭に眠るパソコン・小型家電を資源に～

人権コラム

　皆さんのご家庭では、使用しなくなったパソコンや携帯電話は眠っていませんか。「捨てたいけ

どデータの消去方法がわからない」、「製造メーカーに問い合わせるのが面倒くさい」などの理由で、

捨てられずに保管されている方も多いのではないでしょうか。

　パソコンや携帯電話、電子レンジ、炊飯器、カメラ、ゲーム機、電気カミソリなど普段ご家庭で

使用する電子機器（家電リサイクル法対象品であるテレビ、エアコン、冷蔵庫・冷凍庫、洗濯機・

衣類乾燥機を除く）は、小型家電と呼ばれ、鉄やアルミ、銅、貴金属、レアメタルなどの有用な金

属が含まれています。それらの貴重な資源を無駄なく適正にリサイクルすることが大切です。

　吉賀町では、「環境月間（毎年６月）」の取組として、小型家電リサイクル認定事業者であるリネッ

トジャパンリサイクル㈱と連携協定を締結し、６月１日から不用になったパソコン・小型家電の宅

配便による自宅回収を開始することとしました。不用なパソコン・小型家電をダンボールに詰め、

インターネットから申し込むと、宅配業者（佐川急便）が自宅まで回収に伺います。ダンボールの

中にパソコンが含まれていると、回収料金は無料です。具体的な利用方法については、今月号の広

報よしかと一緒に配布したチラシ（A４カラー刷り）をご覧ください。

　皆さんも宅配便回収を利用して家庭に眠るパソコン・小型家電を整理し、貴重な資源にリサイク

ルしてみてはいかがでしょうか。
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「緊急事態発生時における廃棄物処理に関する協定」を締結しました！

　地震や水害などの自然災害により生じた廃棄物（災害廃棄物）が多量に発生した場合、自治体が

所有する廃棄物処理施設の処理能力を超えてしまい、災害廃棄物の処理が困難になることが危惧さ

れています。このことから、自治体は不測の事態に備え、平時から民間の廃棄物処理業者と連携・

協力体制を構築しておくことが非常に重要です。

　去る５月 23 日（月）に益田市水防センターにおいて、「緊急事態発生時における廃棄物処理に関

する協定」の締結式を行いました。締結式では、吉賀町のほか、津和野町・益田市・益田地区広域

市町村圏事務組合・鹿足郡不燃物処理組合と連名で、廃棄物処理に関して有数の処理施設と豊富な

実績を有する三光株式会社（本社：鳥取県境港市）と

廃棄物処理に関する協定を締結しました。協定の締結

により、自然災害などの緊急事態発生時には、廃棄物

処理業務に関して速やかに協力要請することができま

す。

　これから日本全国で出水期を迎えます。吉賀町では、

民間事業者・関係機関と連携・協力を深め、災害廃棄

物の処理に関して平時の備えと発生時の適正な処理に

努めてまいります。

３年ぶりに開催。棚田オーナー春まつり。

　５月２２日（日）大井谷の棚田において棚田オーナー春まつり（田植）が開催されました。

この日は晴天に恵まれ絶好の田植日和となりました。オーナーは島根県内をはじめ広島や京都等から参加

され久しぶりの再会を喜びました。その後新規オーナーや吉賀高校の地域クラブの生徒たちと共に田植を

しました。暑い中感染対策を行いながらの田植えは大変でしたが、心地よい疲労と達成感を得られたこと

と思います。

　また２５日（水）には柿木小学校の５年生も田植をおこないました。

　今年度は１０組のオーナーが登録しており、今後は夏に草取・交流会、秋には収穫祭を行う予定です。

美味しい棚田米になるよう願っています。
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月 火 水 木 金 土・日
毎週　月曜日～金曜日 きょうの料理 　にっぽんトレッキング １ ２・３

■みんなでラジオ体操
 時　間    6：00、7：00、7：30、8：00、8：30
 
　 ■みんなのつわの体操
 時　間    みんなでラジオ体操終了後
　　　　 6：30、15：00、15：30
　　　    16：00、16：30
 ☆テレビの前で楽しくできる介護予防体操

季節に合ったさまざま

な食材を生かして、毎

日の食事の参考になる

レシピを紹介！

【NHKエンタープライズ制作】

〇豚から揚げの

　デリ風サラダ

〇プロが教える定番中華

　黒酢酢豚

全国各地の

トレッキングコースの

中から１００のコース

を厳選！

【NHK エンタープライズ制作】

〇秘境の海岸線を行く

　西表島 Part １

〇密林の幻の滝に挑む

　西表島 Part ２

9：00
◎にっぽんトレッキング
　100

10：00
◎きょうの料理

6：00
●ニュース
　サンネット

ニュース終了後
●かのあし
　安全安心だより

４ ５ ６ ７ ８ ９・１０
9：00
▲ニュース・サンネット
　総集編（６月放送分）

9：00
●島大病院ちょっと
　気になる健康講座

9：30
●出雲のほそ道

9：00
●神主と学ぶ  日本神話

9：30
●わがと家の人々

9：00
●釣り天国！石見

9：30
●探偵社、ぶらり。

9：00
●CATV情報ネット
　しまね

9：30
●美肌県
　島根へ行こう！

6：00
●ニュース
　サンネット

吉賀町議会中継（１１２ｃｈ）

１１ １２ １３ １４ １５ １６・１７
9：00
◎鷗外生誕160年
　没100年鷗外講座 
＜エリス事件＞と『舞姫』

9：00
●はじめての菜園生活。

9：30
●釣りしんちゃい！

9：00
●あいラブせんりゅう
　(宮城)

9：30
●気仙沼めっけ
　(静岡)

9：00
●松江の面影
　～セツと八雲の探訪記～

9：30
●藤岡大拙・大西友子の
　出雲弁よもやま話

9：00
◎にっぽんトレッキング
　100

10：00
◎きょうの料理

6：00
●ニュース
　サンネット

ニュース終了後
●よしかの里の昔話

津和野町議会中継（１１２ｃｈ）

１８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３・２４
9：00
◎津和野高校
　文化部合同公演　
　JAM the 19th

9：00
●県立中央病院えにし
　～扉の向こうに～

9：30
●出雲のほそ道

9：00
●神主と学ぶ  日本神話

9：30
●わがと家の人々

9：00
●釣り天国！石見

9：30
●探偵社、ぶらり。

9：00
●CATV情報ネット
　しまね

9：30
●おくいずも新探訪 
　～さらに「奥」へ～

6：00
●ニュース
　サンネット

ニュース終了後
●星空チャンネル
 （夏の星空編）

２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０・３１
9：00
★鷗外生誕160年
　没100年鷗外講座 
＜エリス事件＞と『舞姫』

１１：00
★津和野高校
　文化部合同公演　
　JAM the 19th

9：00
●はじめての菜園生活。

9：30
●荒磯館料理長の　
　手軽に一品

9：00
●いい伊豆みつけた
　(静岡)

9：30
●ふるさと歴史発見！
　(静岡)

9：00
●松江の面影
　～セツと八雲の探訪記～

9：30
●藤岡大拙・大西友子の
　出雲弁よもやま話

9：00
★中村逸郎講演会
　「ウクライナから考える
　　　平和づくり」

１１：00
★雲南市創作市民演劇
「鉄人56号」

6：00
●ニュース
　サンネット

議会中継再放送（１１２ｃｈ） 特別番組 ケーブルセンター受付時間

吉賀町議会 一般質問
放送日◆７月４日～６日

津和野町議会 一般質問
放送日◆７月１１日～１３日

【７月１１日・２５日放送】

令和４年５月１５日（日）に森鷗外記念館で行われた
鷗外講座（第１回）「 ＜エリス事件＞と『舞姫』」
講師 須田喜代次 氏（大妻女子大学名誉教授）

サンネットにちはら
Tel 74-2099/Fax 74-2667
平日　8：30～17：15

（土・日・祝はお休みです）

緊急連絡先
セコムコントロールセンター

Tel 0852-28-0016

【７月１８日・２５日放送】

令和４年６月１２日（日）に津和野町民体育館で行われた
津和野高校合唱部・吹奏楽部・美術部合同公演 

JAM the 19thをお届け

 【１１２ｃｈの視聴方法】
 ■リモコンの “11” を押しチャンネルを

111chに合わせた後
チャンネルボタンの

 “上矢印 または ＋ ”を１回押す

字

字

字

字

特

特

特

特

特

特

サンネットにちはら番組表
※ ●１Hごとに放送  ◎２Hごとに放送  ▲３Hごとに放送  ★４Hごとに放送　  　特別番組
　 　 耳が不自由な方や声が聞きとりにくい方にもわかりやすいよう文字を表示しています（隔時間）

特７ 字

※編成の都合上、番組・内容が変更になる場合があります あらかじめご了承ください ※変更の際は１１１ｃｈのデータ放送等でお知らせします

２０２２
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令和４年度吉賀町いきいき健康高齢者表彰候補者を募集します
募集期間

7 月 1 日㈮～
7 月 29 日㈮　吉賀町では平成２７年度より、健康で生きがいを持って元気に生活している

高齢者を表彰しています。表彰を希望される方または推薦したい方がいる方は、

ぜひご応募ください。

１．表彰の対象者

　健康で生きがいを持って元気に生活している高齢者とし、令和４年９月１日（以下「基準日」と

いう）において、次の①～⑥のすべてに該当する方【注】とします。

　①　基準日前１年間において吉賀町に在住していること。

　②　基準日において満８０歳以上であること。

　③　基準日前１年以内に９０日を超える長期入院をしていないこと。

　④　基準日において、介護保険法（平成９年法律第１２３号）に基づく給付を受けていない者。

　⑤　健康であることを自他ともに認める者とする。

　⑥　吉賀町民２名の推薦者が有ること。

２．表彰回数　１人１回限り

３．申込方法　

　「吉賀町いきいき健康高齢者表彰推薦書」をご記入の上、ご提出ください。

　推薦用紙は、保健福祉課または柿木地域振興室にあります。

４．被表彰者の決定、表彰方法

　「推薦書」をご提出いただいたのち、「吉賀町健康づくり推進協議会」にて選考し、町長が決定し

ます。表彰は９月に実施予定で、被表彰者には表彰状及び記念品を贈呈し、町広報に掲載してこれ

を公表するものとします。

【注】推薦書提出時点で対象者の要件①～⑥のすべてを満たしている場合、

お申し込みが可能です。ただし、基準日時点において、表彰要件に関する

ことで状況の変化があった場合は、表彰対象から除外される可能性があり

ますのでご了承ください。

お問合せ先　吉賀町健康づくり推進協議会事務局

　　　　　　吉賀町役場　保健福祉課（電話７７-１１６５）

保健だより
健康・食育・予防
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保健だより
健康・食育・予防

食育コーナー
食育

毎月１９日は「食育の日」です
　今月は健康と環境に配慮した適量のすすめについてご紹介します。

食品をどう選ぶかは、私たちの消費生活での重要な課題です。適量を意識することで、健康にも環境にも

やさしい生活が送れることをご存知ですか？

　　　　　　　　　食品の選び方と体重の計測で、 肥満とやせを防ごう

　健康長寿社会の実現に向け、生活習慣病や虚弱を予防するために、肥満・やせを予防・改善し、適正体

重を維持することが大切です。

　①栄養成分表示を使って、食品のもつエネルギーを確認して選ぶ。

　②炭水化物を多く含む食品とたんぱく質を多く含む食品を組み合せて選ぶ。

　③エネルギーのとりすぎや不足は、

　　　 体重の変化や体格（BMI）でチェック。

　　　 ★ BMI を計算してみましょう

　　　   BMI ＝体重（ ）kg ÷身長（ ）m÷身長（ ）m

　①賞味期限の近いものから順番に買う

　②無駄なく使いきれるように食べられる量を意識して買う

　③家にあるもの食材をチェックしてから買い物へ GO 

☞健康維持の基本は「栄養バランスのとれた食事、適度な運動、十分な休養」です。

　①色々な産地の食材で、栄養バランスを考えた献立を作りましょう！

　②食事の減らしすぎは必要な筋肉量の減少を招きます。適度な運動と食事のコントロールの両方が重要です！

　③過労や睡眠不足は万病の元。

☞「もったいない」は重要。でも、もったいないで食中毒になっては元も子もない。

　①「一度火を通してるから安全」ではありません。

　　　加熱しても死滅しない細菌（ウエルシュ菌、ボツリヌス菌等）が、室温にしばらく置くことで増殖

　　することがあります。食べきれる分だけ作る、小分けにしてすばやく冷蔵、食べるときに十分に全体

　　を再加熱等の対策が必要です！

　②塩漬けしたり乾燥させたりしても増殖する細菌・カビがあります。

　　　塩漬けや乾燥等は保存性を高める有効な方法です。でも、細菌やカビが増殖する

　　こともあるので、早めに食べることが重要です！ 

　③冷蔵庫を過信しない！

　　　これから夏になります。特に夏場は、設定温度よりも庫内温度が高くなりやすいので、早めに食べ

　　きりましょう。また、冷蔵庫に食品を詰め過ぎると更に温度は下がりにくいのでご注意を。食中毒防

　　止の観点からも、買物のときから適量を意識してください！　　　（消費者庁ホームページより引用）

栄養成分表示
1食（○ｇ）当たり

 エネルギー　　　　○ kcal

 タンパク質　　　　○ｇ

 脂質　　　　　　　○ｇ

 炭水化物　　　　　○ｇ

 食塩相当量　　　　○ｇ

（１日当たりの目安）

エネルギー 2,000kcal とする場合

（１食当たりの目安）

おおよそ１/３の 650kcal

たんぱく質： 65-100 ｇ 

脂質： 45- 65 ｇ 

炭水化物：250-325 ｇ

20- 30 ｇ 

15- 20 ｇ 

70-100 ｇ

「私たちの健康は私たちの手で」

実践のポイント

実践のポイント　 買い方を変えて、食品ロスを減らす

実践のポイント　 適量とともに、食品の安全も考えよう！

ここをチェック !!

 目標とする BMI （kg/m2） 

 20 歳代～ 40 歳代  18.5 ～ 24.9 

 50 歳代～ 60 歳代  20.0 ～ 24.9 

 70 歳代以上  21.5 ～ 24.9 



17　　広報よしか　2022 年 7 月号　№ 201

保健だより
健康・食育・予防

子育て世代
包括支援センターぴよぴよ

だより

感

動

今月は

　　ななこう保育所
です。
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　吉賀町では、毎年 6月末から冬季にかけて、特定健診やがん検診を行っています。

　コロナ禍にあっても、定期的に健診・検診を受け、自分のからだの変化を確認することはとても

大切なことです。

　健康づくりに欠かせない習慣として年に一度は健康診断を必ず受けましょう！

　健康診断の詳細につきましては、保健福祉課へお問い合わせください。

　健康診断は受診したら終わりではありません。結果を上手に活用し、生活習慣を振り返るきっか

けにして健康な毎日を過ごしましょう。

　健康を守るお手伝いを、町の保健師や管理栄養士にぜひさせてください。

　町では健康教室や保健指導を実施しています。ぜひご相談ください。

　昨年度、開盛建設株式会社の社員 19 名に、健康教室を実施しました。

　会社の方から、「健康診断を毎年受けているが、項目が何を示しているのか、値が悪ければどの

ような病気につながるのかを教えてほしい。」という依頼があり健康教室を実施することになりま

した。

★健康教室の内容★

　①保健師の話

　　・健康診断の数値の見方

　　・島根県の健康に関する状況～なぜ働き盛り世代の健康づくりが必要か～

　　・脳卒中、血圧の管理

　②栄養士の話

　　・薄味のポイントとジュース、お酒との上手な付き合い方

　③食生活改善推進員さんの話

　　・薄味体験、野菜あと一皿

　みなさん熱心に話を聞いてくださり、お酒の適量の話になると驚きの声や笑い声も聞かれ楽しく

実施することができました。また薄味体験では醤油スプレーを使用して、豆腐の試食をしていただ

き、今後も減塩に取り組んでいただきたいという会社からの思いで社員全員に醤油スプレーのプレ

ゼントもしていただきました。今回、就業時間内に健康教室を開催させていただいたことで社員全

員が教室に参加でき、自分の健康について考えていただく時間ができたと思います。そして、社員

の健康づくり・健康経営に取り組む事業所として「しまね☆まめなカンパニー」に開盛建設が認定

されました。

　今後も事業所と協力をし、職場で取り組むことができる健康づくりを一緒に考えていくことがで

きればと思います。

★アンケートの一部★

　・休肝日を作り、お酒と上手に付き合いたい

　・まず休肝日、次に野菜、あと運動

　・調味料の量は日ごろから注意して食生活の改善につなげたいと思う

　・スプレー醤油さしを使う

　・なるべく煙草を吸うのをやめよう

＜夏は吉賀町の健診シーズンです＞

＜健診を受けた後は生活習慣を改善するチャンスです！＞

＜事業所で健康教室を実施しました＞

保健だより
健康・食育・予防
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今
月
の
本
の
紹
介

吉
賀
町
立
図
書
館

図
書
室
だ
よ
り

　

い
よ
い
よ
夏
の
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ズ
ン
到
来
。
山
や
川
、

海
と
自
然
と
仲
良
く
な
れ
る
チ
ャ
ン
ス
が
い
っ
ぱ
い
。
山

は
、
天
候
が
急
に
変
わ
り
や
す
い
も
の
。
事
前
に
天
気
予

報
を
チ
エ
ッ
ク
し
て
、
無
理
し
な
い
よ
う
に
。
雨
の
あ
と

は
土
崩
れ
の
危
険
も
あ
る
の
で
、
山
歩
き
に
は
十
分
な
注

意
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
川
遊
び
、
水
に
入
る
と
き
は
、

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
と
滑
り
に
く
く
脱
げ
に
く
い
靴
の
着

用
を
。
テ
ン
ト
な
ど
張
る
と
き
は
、
川
岸
に
近
す
ぎ
る
場

所
や
中
洲
は
避
け
ま
し
ょ
う
。
準

備
満
タ
ン
。
夏
を
満
喫
し
ま
し
ょ
う
。

遊
び
図
鑑　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
成　

達

工
作
図
鑑　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
内　

勝

生
活
図
鑑　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
ち
と
よ
こ

手
作
り
ジ
ュ
ー
ス　
　
　
　
　
　
　
　

川
野
妙
子

「
面
倒
く
さ
い
」
が
な
く
な
る
本　
　

 

鶴
田
豊
和

屍
人
荘
の
殺
人　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
村
昌
弘

リ
セ
ッ
ト　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
村　

薫

探
偵
の
探
偵　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
岡
圭
祐

悲
嘆
の
門　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
部
み
ゆ
き

聖
な
る
怠
け
者
の
冒
険　
　
　
　
　
　

森
見
登
美
彦

無
貌
の
神　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

恒
川
光
太
郎

タ
ッ
ク
ス
ヘ
イ
ヴ
ン　
　
　
　
　
　
　

橘　
　

玲

億
男　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
村
元
気

【
島
根
県
立
図
書
館
の
図
書
交
換
】

　

島
根
県
立
図
書
館
の
図
書
を
交
換
い
た
し
ま
し

た
。
一
般
図
書
は
、
受
付
前
の
書
架
に
並
べ
て
い
ま

す
。
児
童
図
書
は
、
児
童
図
書
新
刊
コ
ー
ナ
ー
の
傍

に
並
ん
で
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
み
ん
な
で
作
る
ス
イ
ミ
ー
】

　

館
内
絵
本
コ
ー
ナ
ー
の
ガ
ラ
ス
窓
に
季
節
を
感
じ

る
飾
り
を
し
て
い
ま
す
が
、
７
月
・
８
月
は
「
み
ん

な
で
作
る
ス
イ
ミ
ー
」
と
題
し
て
絵
本
の
『
ス
イ

ミ
ー
』
の
よ
う
な
魚
の
飾
り
つ
け
を
い
た
し
ま
す
。

こ
の
絵
本
は
、
ス
イ
ミ
ー
と
い
う
名
前
の
小
さ
な
魚

が
、
他
の
魚
と
集
ま
っ
て
一
緒
に
泳
ぎ
大
き
な
魚
の

形
に
な
る
こ
と
で
外
敵
か
ら
身
を
守
る
お
話
で
す
。

　

今
、
世
界
は
戦
争
や
感
染
症
な
ど
で
多
く
の
人
々

が
苦
し
い
環
境
の
中
に
い
ま
す
。
平
和
で
あ
る
こ
と
、

互
い
に
支
え
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
小
さ
な
魚
に
込

め
て
大
き
な
幸
せ
の
魚
を
作
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
来
館
の
皆
様
に
も
小
さ
な
魚
の
折
り
紙
を
飾
っ
て

い
た
だ
き
大
き
な
願
い
に
つ
な
げ
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
お
知
ら
せ
】

 ≪ベスト・リーダー！５月≫

　　書　　　名　　　　　　著　　者

「ブラック・ムーン」　　　　逢坂　　剛　著

「日本一バスる農家の健康ブロッコリーレシピ」

　　　　　　　　　　　　　安井ファーム著

「ないものねだるな」　　　　阿川　佐和子著

「誰かがこの町で」　　　　　佐野　広実　著

「３０秒で耳の聞こえがよくなる耳体操」

　　　　　　　　　　　　　柴田　友里絵著

≪図書館利用状況５月≫

●貸出総数　２８５３冊

●貸出人数　　３８５人

●来館者数　　４５９人

 [ 図書館の休館日と

返却ポスト ]

・毎月曜日と祝日。

・７月２７日（水）

　　　図書整理休館

・図書返却ポスト

吉賀町内各公民館前

に設置

図書だより
町立図書館・柿木公民館

柿木『図書だより』
 開館　９：００～１６：００（平日）
　＊毎月曜日と祝日が休館日です
　＊第２、４の土日は 9：00 ～ 16：00
 電話　７９－２５５３
 島根県鹿足郡吉賀町柿木 79

　

町
内
の
公
民
館
前
に
図
書
返
却
ポ
ス
ト
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
柿
木
・
七
日
市
・
朝
倉
・
蔵
木
の
４
カ
所
で
す
。

　

先
月
の
お
知
ら
せ
か
ら
徐
々
に
ご
利
用
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
定
期
的
に
ポ
ス
ト
の
確
認
を
し
て
い
ま
す
が
、
紙
芝

居
や
図
鑑
、
一
般
文
学
な
ど
の
本
が
返
却
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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ー
日
本
列
島
を
貫
く
高
速
ハ
イ

ウ
ェ
ー
時
代
が
幕
を
開
け
た
ー
中
国

縦
貫
自
動
車
道
で
最
後
ま
で
工
事
が

残
っ
て
い
た
千
代
田(

広
島
県)

～

鹿
野(

山
口
県)

間
が
昭
和
58
年
3

月
24
日
完
成
、
全
線
開
通
し
た
記
事

を
新
聞
各
社
が
大
き
な
見
出
し
で
掲

載
し
ま
し
た
。
今
か
ら
39
年
前
の
開

通
は
、
山
陰
と
京
阪
神
、
九
州
の
時

間
距
離
を
一
気
に
短
縮
す
る
も
の
だ

け
に
地
域
の
期
待
が
膨
ら
ん
だ
の

は
、
当
然
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

島
根
県
内
で
の
通
過
は
、
旧
六
日
市

町
内
約
22
㎞
だ
け
で
す
が
、
六
日
市

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
で
国
道
187
号
と
連

絡
し
益
田
市
・
岩
国
市
に
繋
が
り
「
島

根
県
内
唯
一
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
あ

る
町
・
六
日
市
」
が
町
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

開
通
当
日
に
は
、
島
根
県
知
事
、
地

元
選
出
国
会
議
員
を
は
じ
め
町
内
外
か

ら
約
200
人
の
関
係
者
が
参
集
し
、
盛
大

に
祝
賀
行
事
等
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
ま
で
に
は
多
く
の
紆
余

曲
折
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
が
、

中
国
縦
貫
自
動
車
道
の
ル
ー
ト
の
こ
と

で
す
。
文
献
に
よ
る
と
、
当
時
三
次
北

線
と
南
線
の
二
つ
の
予
定
線
が
あ
り
、

六
日
市
を
通
る
ル
ー
ト
は
三
次
北
線
で

し
た
。
特
に
六
日
市
を
通
る
ル
ー
ト
は

山
岳
地
域
で
長
い
ト
ン
ネ
ル
や
橋
が
多

く
難
工
事
の
上
、
工
事
費
が
数
百
億
円

も
増
額
に
な
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
そ

う
で
す
。

　

こ
の
頃
、町
長
に
就
任
さ
れ
た
の
が
、

蓼
野
ご
出
身
の
斎
藤
一
通(

さ
い
と
う

か
ず
み
ち)

氏
で
あ
り
ま
し
た
。
斎
藤

氏
は
、
選
挙
公
約
の
中
で
高
速
道
建
設

問
題
を
大
き
く
取
り
上
げ
、
旧
六
日
市

町
通
過
に
努
力
す
る
こ
と
を
強
く
町
民

に
訴
え
、
昭
和
38
年
に
は
近
隣
市
町
村

で
の
建
設
期
成
同
盟
会
結
成
や
、
昭
和

39
年
に
は
広
島
県
・
山
口
県
・
島
根
県

か
ら
な
る
三
県
促
進
同
盟
大
会
開
催
な

ど
を
通
し
て
、
機
運
醸
成
を
図
ら
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
昭
和
41
年
7
月
、
国

土
開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設
法
で
、
中

国
縦
貫
自
動
車
道
の
主
た
る
経
過
地
と

し
て
「
六
日
市
町
付
近
」
と
い
う
こ
と

が
、
は
っ
き
り
と
明
記
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
工
事
事
務
所
開
設
、
着

工
式
な
ど
を
行
い
約
9
千
億
円
の
費

用
と
15
年
の
歳
月
を
か
け
て
、
中
国

縦
貫
自
動
車
道
は
全

線
開
通
し
、
過
疎
に

悩
む
中
国
山
地
を
繋

ぐ
新
し
い
動
脈
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
の
こ

と
に
よ
り
多
大
な
経

済
的
波
及
効
果
が
創

出
さ
れ
ま
し
た
。
思

え
ば
、
斎
藤
氏
が
初
当
選
し
た
昭
和

37
年
2
月
か
ら
約
21
年
後
、
待
望
の

中
国
縦
貫
自
動
車
道
は
遂
に
完
成
し

ま
し
た
。
常
に
誘
致
運
動
の
先
頭
に

立
っ
て
突
き
進
ん
だ
斎
藤
氏
は
、
こ

の
時
、既
に
他
界
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
氏
の
先
見
性
と
並
外
れ
た

行
動
力
に
只
々
敬
意
を
表
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
偉
業
に
感
謝
申
し
上
げ

た
い
と
存
じ
ま
す
。
開
通
後
、
有
志

の
方
々
が
建
立
さ
れ
た
斎
藤
氏
の
胸

像
が
六
日
市
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付

近
に
あ
り
、
今
も
無
言
で
状
況
を
見

守
っ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

町
長
コ
ラ
ム

吉賀町長 Vol.52

岩本一巳

斎
藤
一
通
氏
の

　
　
　
　
偉
業
に
感
謝

町長コラム

(斎藤一通氏の胸像 )



21　　広報よしか　2022 年 7 月号　№ 201

　

多
年
に
わ
た
り
消
防
団
活
動
に
従
事

し
、
消
防
団
長
と
し
て
消
防
団
活
動
に
顕

著
な
功
績
あ
っ
た
退
職
消
防
団
長
の
三
浦

俊
光
さ
ん
に
対
し
、
そ
の
功
績
が
た
た
え

ら
れ
、
令
和
四
年
五
月
九
日
に
島
根
県
庁

六
階
講
堂
に
お
い
て
知
事
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　

三
浦
さ
ん
は
昭
和
五
十
八
年
四
月
に
入

団
さ
れ
、
分
団
長
、
副
団
長
を
経
て
、
消

防
団
長
を
四
年
間
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

知
事
感
謝
状
贈
呈
式

　

５
月
22
日
に
出
雲
浜
山
公
園
で
、
全
日

本
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
選
手
権
島
根
県
予
選

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
吉
賀
高
校
１

年
の
女
子
３
選
手
が
16
歳
以
下
に
出
場
し

ま
し
た
。
第
1
シ
ー
ド
の
加
藤
那
菜
さ
ん

が
決
勝
ま
で
の
４
試
合
全
て
6-

0
で
貫

禄
優
勝
し
ま
し
た
。
第
3
シ
ー
ド
の
岩
本

理
沙
さ
ん
は
３
位
。
第
5
シ
ー
ド
の
正
木

歩
乃
圭
さ
ん
は
５
位
に
な
り
、
３
選
手
と

も
中
国
大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。
中
国

大
会
は
広
島
広
域
公
園
で
7
月
19
日
か
ら

開
催
さ
れ
ま
す
。

全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
中
国
大
会
に

　
　
　
　
　
３
名
出
場（
島
根
県
予
選
）

トピックス
話題・できごと

　

５
月
３-

５
日
に
山
口
市
維
新
公
園

で
、
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
選
手
権
山

口
県
予
選
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
U12

女
子
で
は
片
上
碧
さ
ん
（
六
小
5
年
）
が

準
優
勝
、
萬
行
椛
恋
さ
ん
（
六
小
5
年
）

が
３
位
、
浜
田
市
か
ら
練
習
に
来
て
い
る

久
佐
美
月
姫
さ
ん
が
４
位
、
河
口
依
鈴
さ

ん
（
六
小
3
年
）
が
５
位
に
な
り
、
県
予

選
免
除
の
河
口
菜
々
美
さ
ん（
六
小
5
年
）

を
含
め
、
U12
女
子
は
５
名
が
中
国
大
会
出

場
を
決
め
ま
し
た
。
ま
た
U14
男
子
で
は
下

松
市
か
ら
練
習
に
来
て
い
る
橋
本
詠
哉
さ

ん
が
５
位
に
な
り
ま
し
た
。
６
名
出
場
の

中
国
大
会
は
広
島
広
域
公
園
で
7
月
19
日

か
ら
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

６
月
２-

４
日
に
松
江
市
で
、
島
根
県

高
校
総
体
テ
ニ
ス
競
技
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
初
出
場
の
吉
賀
高
校
は
、
団
体
戦
が

準
優
勝
、
個
人
シ
ン
グ
ル
ス
が
優
勝
（
加

藤
那
菜
・
吉
賀
高
校
総
体
初
優
勝
）、
個

人
ダ
ブ
ル
ス
が
準
優
勝
（
正
木
歩
乃
圭
、

岩
本
理
沙
）
と
い
う
結
果
を
残
し
ま
し

た
。
加
藤
さ
ん
の
個
人
シ
ン
グ
ル
ス
は
８

月
に
高
知
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
高
校
総

体
（
イ
ン
ハ
イ
）
に
出
場
が
決
ま
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
全
競
技
で
吉
賀
高
校
と
し

て
は
34
年
前
（
昭
和
63
年
度
）
に
軟
式
庭

球
で
三
浦
・
上
山
ペ
ア
が
出
場
し
て
以
来

の
快
挙
に
な
り
ま
す
。
（
そ
の
旧
姓
三
浦

さ
ん
が
現
在
吉
賀
高
校
テ
ニ
ス
部
を
指
導

し
て
い
ま
す
）。
ま
た
、
こ
の
結
果
で
中

国
高
校
総
体
の
出
場
も
団
体
・
個
人
と
も

決
め
ま
し
た
。
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
中
国
大
会
に

　
　
　
　
　
６
名
出
場（
山
口
県
予
選
）

34
年
ぶ
り
の
全
国
高
校
総
体
へ
出
場

右から丸山島根県知事、三浦俊光さん、

　　　　　　島根県消防協会松浦会長
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《
寄
稿
》

大
蛇
の
お
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

　

吉
賀
町
高
尻
地
区
は
中
世
伊
豫
の
国
松

山
よ
り
士
族
河
野
弥
十
郎
通
弘
が
、
津
和

野
藩
主
吉
見
三
河
守
頼
行
を
た
よ
り
入
部

以
来
開
拓
し
振
興
を
遂
げ
た
地
域
で
あ

る
。
同
地
区
内
の
一
角
背
景
に
聳
え
る
雄

大
な
安
蔵
寺
山
麓
に
お
い
て
今
か
ら
凡
そ

四
百
年
前
の
江
戸
初
期
豪
士
大
河
原
与
右

衛
門
が
大
蛇
を
討
っ
た
と
古
記
録
綴
り
か

ら
経
眼
す
る
。

　

又
、
こ
の
大
蛇
に
関
し
伝
承
に
よ
れ
ば

一
人
の
ば
あ
さ
ん
が
あ
る
日
お
餅
を
つ
い

て
い
た
。
す
る
と
そ
こ
へ
行
商
の
薬
売
り

が
立
ち
寄
り
「
ば
あ
さ
ん
そ
の
餅
う
す
は

ど
こ
で
見
つ
け
た
の
か
。
」
と
尋
ね
た
。

ば
あ
さ
ん
曰
く
「
こ
の
先
の
大
崩
れ
と
云

う
所
に
行
く
と
い
く
ら
で
も
あ
る
。
」
と

云
っ
た
の
だ
。
す
る
と
薬
売
り
は
早
速
人

を
雇
い
大
崩
れ
で
大
蛇
の
骨
を
拾
い
そ
の

ま
ま
こ
な
く
な
っ
た
の
だ
。
つ
ま
り
ば
あ

さ
ん
が
餅
を
搗
い
て
い
た
臼
は
大
蛇
の
背

骨
で
あ
っ
た
の
だ
後
々
迄
伝
う
。
又
、
こ

　
《寄
稿
》

門
前
の
小
僧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

　

私
の
父
は
、
大
変
字
が
上
手
で
し
た
。

か
つ
て
、
農
閑
期
に
勤
め
て
い
た
書
店
の

主
人
に
、「
も
っ
と
上
手
に
書
け
ん
か
」

と
言
わ
れ
た
事
で
、
猛
特
訓
！
当
時
は
、

練
習
す
る
紙
も
な
く
、
紙
と
い
う
紙
で
、

何
度
も
何
度
も
書
い
て
、
つ
い
に
は
、
主

人
や
、
周
囲
の
人
達
か
ら
、「
あ
ん
た
、
字
、

上
手
だ
ね
ぇ
」
と
言
わ
れ
る
様
に
な
っ
た

そ
う
で
す
。
そ
れ
以
来
、
様
々
な
、
代
筆

を
頼
ま
れ
る
事
と
な
り
、
特
に
、
毛
筆
で

の
代
筆
の
依
頼
は
、
壮
絶
で
し
た
。
圧
巻

は
、
年
賀
状
書
き
で
す
。
町
内
に
、
唯
一

あ
っ
た
造
酒
屋
の
大
将
（
社
長
）
に
、
頼

ま
れ
る
、
300
～
350
枚
の
年
賀
状
で
す
。
表

も
裏
も
印
刷
は
一
切
な
し
、
毛
筆
で
の
全

部
手
書
き
、
約
一
週
間
位
の
時
間
を
掛
け

て
書
き
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
父
で
し
た
が
、
私
に
、
一
度
も

習
字
の
手
解
き
を
し
て
く
れ
た
覚
え
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

私
も
、
70
才
を
過
ぎ
た
今
、「
蛙
の
子

は
、
蛙
だ
ね
ぇ
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

自
分
で
は
、
少
し
も
納
得
い
く
字
は
、
書

い
て
い
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
し
、
父
の
字

の
足
元
に
も
及
ば
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す

が
、去
年
、自
地
区
の
神
社
の
改
修
が
あ
っ

て
、
寄
附
者
の
芳
名
板
を
、
私
が
書
く
と

い
う
大
役
を
依
頼
さ
れ
、
や
っ
と
の
思
い

で
書
き
ま
し
た
。
拝
殿
の
壁
に
、
掲
げ
て

頂
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
前
回
の
改
修
の

時
の
父
の
書
い
た
芳
名
板
と
並
ん
で
い
ま

す
。
少
し
不
安
で
し
た
が
、
今
は
少
し
誇

り
に
思
い
ま
す
。

《寄
稿
》

吉
賀
町
消
問
研
の
活
動
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

消
問
研
会
長　

村
上　

毅

　

消
問
研
で
は
去
る
５
月
31
日
柿
木
庁
舎

で
、
Ｅ
Ｍ
菌
を
使
っ
た
ど
ろ
だ
ん
ご
を

作
っ
た
。
消
問
研
（
消
費
者
問
題
研
究
協

議
会
の
略
）
は
各
団
体
（
町
老
連
、
各
地

域
婦
人
会
、
Ｊ
Ａ
女
性
部
会
、
食
改
推
進

協
、
町
商
工
女
性
部
）
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。

　

消
問
研
の
歴
史
は
昭
和
60
年
に
県
の
指

導
で
設
置
さ
れ
た
。
合
併
前
の
平
成
15
年

か
ら
柿
木
婦
人
会
が
環
境
を
守
る
一
環
と

し
て
Ｅ
Ｍ
菌
を
使
っ
た
ど
ろ
だ
ん
ご
を
作

り
、
高
津
川
や
プ
ー
ル
に
投
入
し
水
質
浄

化
を
始
め
、
そ
の
後
消
問
研
と
一
緒
に
活

動
し
、
合
併
後
も
継
承
し
毎
年
だ
ん
ご
作

り
を
行
っ
て
い
る
。

　

環
境
問
題
は
一
地
域
や
一
国
だ
け
で
は

解
決
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
、
世
界
が
地

球
規
模
で
議
論
し
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
、
待
っ
た
な
し
の
課
題
で
あ
り
、

一
人
一
人
の
関
心
と
努
力
が
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
意
味
で
消
問
研
が
Ｅ
Ｍ
菌

だ
ん
ご
を
作
り
河
川
浄
化
に
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
は
小
さ
な
事
か
も
知
れ
な
い

が
、
環
境
問
題
に
対
す
る
意
識
の
重
要
性

を
考
え
れ
ば
、
非
常
に
大
き
な
意
義
の
あ

る
一
歩
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
る
。
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　《
俳
句
》

長
靴
の　

校
長
先
生　

草
を
引
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
田　

綾
美

風
薫
る　

シ
ェ
ル
タ
ー
な
ど
は　

無
き
国
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎　

美
智
子

桐
の
花　

今
年
も
川か

わ

も面
に　

影
う
つ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

由
希

人
は
家や

に　

雨
の
夕
の　

燕か
き
つ
ば
た

子
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
場　

博
明

　《
短
歌
》

祖
母
は
云
う　

植
田
に
勝
る　

女
房
な
し

　

言
葉
か
み
し
め　

水
田
眺
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
口　

敦
子

コ
ロ
ナ
禍
が　

親
し
き
人
も　

遠
ざ
け
て

　

マ
ス
ク
の
裏
に　

真
顔
か
く
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
田　

登

過
ぎ
し
日
に 

児
童
ら
集
ひ
し 

バ
ス
停
に

　

今
朝
は
媼

を
う
な

の 

一
人
待
ち
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

勝
史

し
み
じ
み
と 

老
は
深
ま
り 

ゆ
く
な
ら
ん

　

握
力
弱
し 

我
身
を
知
り
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

お
悔
み
～
や
す
ら
か
に
～
（
５
月
届
出
）

同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
記
載
し
て
い
ま
す
。

出
生
～
す
こ
や
か
に
～　
（
５
月
届
出
）

萬
行　

芭
紅
（
は
く
）
さ
ん

　
　
　

達
哉
・
千
由
里
さ
ん
の
子　

六
日
市

藤
井　

福
昭　
　

さ
ん　

81
歳　
　

上
高
尻

澄
川　

忠
男　
　

さ
ん　

84
歳　
　

立
戸

齋
藤　

邦
夫　
　

さ
ん　

72
歳　
　

福
川

見
川　

時
雄　
　

さ
ん　

89
歳　
　

抜
月

　
《川
柳
》

幸
せ
と
笑
い
嬉
し
く
日
々
過
ご
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
上　

武
史

田
に
出
れ
ば
燕
が
皆
ん
な
付
い
て
出
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
場　

博
明

三
年
ぶ
り
外
食
嬉
し
や
暖
簾
越
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
村　

菊
夫

来
て
嬉
し
帰
っ
て
ホ
ッ
ト
孫
台
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
上　

健
二

嬉
し
さ
も

yellow
米
寿
を
祝
う
姪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

広
報
よ
し
か
５
月
号
№
１
９
９
の
中
で

一
部
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
訂

正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〇
16
頁　

吉
賀
町
役
場
組
織
図
の
保
健
福

祉
課
、
河
野
賢
治

　

正
：
主
任
主
事

　

誤
：
主
事

寄
稿
・
文
芸
コ
ー
ナ
ー　

応
募
方
法
と
お
知
ら
せ

●
毎
月
１
日
ま
で
に
企
画
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
寄
稿
の
場
合
は
五
〇
〇
字
以
内
と
し
て
く
だ
さ
い
。

●
楷
書
で
略
字
を
使
わ
ず
、
漢
字
は
常
用
漢
字
を
用
い
て

ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
作
品
は
基
本
的
に
原
文
の
ま
ま
記
載
し
ま
す
が
原

文
の
意
味
を
損
な
わ
な
い
範
囲
で
修
正
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
●
作
品
の
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
し
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

●
応
募
多
数
の
場
合
等
は
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
原
稿
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

●
掲
載
希
望
の
コ
ー
ナ
ー
名
を
記
載
く
だ
さ
い
。

●
掲
載
の
有
無
は
連
絡
い
た
し
ま
せ
ん
。

※
応
募
さ
れ
た
方
は
右
記
を
了
承
い
た
だ
い
た
事
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

の
大
蛇
（
う
わ
ば
み
と
も
云
う
）
退
治
は

口
込
み
で
方
々
に
拡
散
遠
路
北
面
方
よ
り

一
人
の
商
人
か
旅
僧
と
も
お
も
え
し
人
物

が
尋
ね
来
て
「
こ
の
う
わ
ば
み
の
肝
を
分

け
て
も
ら
え
な
い
か
」
と
物
乞
い
す
る
や

否
や
入
手
す
る
と
足
早
に
山
中
深
く
立
ち

去
る
。

　

翌
朝
見
れ
ば
こ
の
大
蛇
の
頭
骸
骨
も
消

え
失
せ
た
と
伝
う
。
こ
の
大
蛇
を
打
っ
た

鉄
砲
が
銃
身
の
み
伝
わ
る
長
さ
に
二
尺
五

寸
余
り
。
し
か
し
そ
の
真
贋
談
義
は
別
に

古
今
に
伝
承
そ
の
残
存
に
つ
き
、
永
遠
へ

の
普
遍
性
確
保
が
観
点
上
か
ら
も
極
め
て

重
要
と
察
す
る
次
第
で
あ
る
。

孫
か
ら
の
案
内
も
ら
い
う
れ
し
い
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
永　

藤
子

誉
め
ら
れ
た
年
か
さ
ね
て
も
嬉
し
い
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
庭　

和
子

手
紙
な
ら
何
度
も
読
め
て
嬉
し
い
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
戸　

美
瑳
子

嬉
し
い
ネ
家
族
全
員
勢
揃
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

ア
イ
子

た
だ
い
ま
と
さ
し
だ
す
空
弁
嬉
し
く
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
桐　

朱
実 

仁
王
立
ち
新
茶
摘
め
る
嬉
し
さ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
下　

邦
枝

嬉
し
さ
に
ニ
ン
マ
リ
笑
う
予
想
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

澤　

三
智
代

楽
し
う
れ
し
に
ぎ
っ
た
つ
も
り
の
五
億
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

イ
ヤ
イ
ヤ
期
成
長
嬉
し
親
フ
ァ
イ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

折
口　

沙
羅

マ
ス
ク
顔
気
軽
に
呼
べ
ぬ
知
ら
ん
ふ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅

竹
の
秋　

演
歌
響
か
せ　

販
売
車

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茅
原　

久
子

げ
ん
げ
田
や　

マ
ス
ク
外
し
て　

大お
お
あ
く
び

欠
伸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

ツ
ル
子

新
緑
や　

モ
ナ
リ
ザ
に
見
る　

黄お
う
ご
ん
ひ

金
比

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
浦　

一
美

菜さ
い
ば
し箸

の　

糸
も
つ
る
る
や　
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